
福島大学災害ボランティアセンター18の柱・・・その１

①被災地現場での復興支援活動
・新地町、相馬市、南相馬市、いわき市などのボランティアセンターを通したニーズ対応活動

②避難指示解除準備区域での復興支援活動
・南相馬市小高区でのニーズ対応活動
・川内村でのサポート

③津波・原発事故被害地への支援活動
・飯舘村、川俣町への支援
・双葉８町村支援イベントの要請対応

④仮設住宅・民間借り上げ住宅居住者との生活支援活動
・高齢者等の訪問活動 ・仮設住宅での足湯活動 ・交流スペースを使った住民交流活動（サロン含む）

つぶやきカード
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「福島大学うつくしまふくしま未来支援センター」設置

いわき市 塩屋埼灯台
(この地域は津波により被害を受けた)

【現状と課題】

被害を除去し、災害に強い地域を創る方途を早急に提示することが求められる。

地域住民の生活と企業の生産活動を取り戻し、地域社会を再構築することが緊急に求められている。

被害を除去し、災害に強い地域を創る方途を早急に提示することが求められる。

地域住民の生活と企業の生産活動を取り戻し、地域社会を再構築することが緊急に求められている。

原発事故に伴う避難 83,105名(７
月４日現在) コミュニティー崩壊

飛散した放射性物質により児
童・生徒の活動制限 など

立ち入り制限により、生産拠
点を移転した企業多数

農畜産品、上水道への放射性
物質の混入、風評により生活の
すべを失った住民多数

高濃度放射性物質流出に伴う漁業被害 など

土壌等、環境汚染

人口の流出 など

大地震・津波により多くの生命、財
産や資本が破壊的被害

原発事故により大量の放射性物
質が放出

平成２３年３月１１日～

福島大学

うつくしまふくしま未来支援センター

復興計画支援部門

・コミュニティ再生支援
・環境計画作成支援
・都市計画作成支援
・観光分野への支援
・被災者環境改善 他

環境エネルギー部門

・土壌・水質汚染調査検討
・放射線測定機器開発
・海洋環境調査検討
・地震・津波被災状況調査
・再生可能エネルギー 他

こども・若者支援部門

・教育活動回復支援
・教育施設復旧

・子どもの安全と安心への支
援
・若者就業支援 他

企画・コーディネート部門
・ニーズ調査 ・部門間調整 ・地方公共団体調整 ・大学間調整 ・講演会実施 ・災害を免れた歴史資

料の一時保存・ボランティア支援 ・復興の担い手育成 他

災害心理・ケア

一次産業計画・中小企業経営

物流・都市農村計画

環境汚染・改善医療

農業

漁業

コンピュータ

自然エネ

地域住民

市町村・JA等
団体

情報発信

減災対策

放射線測定

街づくり など

環境共生政策

成果による提言

ギー政策 など
再生可能エネル
ギー政策 など

自治体政策・社会福祉

教育

放射線

帰路へ
の希望
帰路へ
の希望

共生

コミュニティ再生

つなぐ

伝統・文化の保存

産業復興計画

復興の担い手育
成など
復興の担い手育
成など

再生可能エネルギー

災害の記録・伝承
など

サテライト

(調整準備中)

土壌汚染等への
対応
土壌汚染等への
対応

協力

連携

・福島県
・地方公共団体

・アカデミア・コン
ソーシアふくしま
(福島県内１６高等教
育機関、自治体等)

・長崎大学
・広島大学
・日本原子力研究
開発機構

【概念図】
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